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樹幹害虫フタモンマダラメイガとヒメコスカシバによるカキの被害実態と  

ジアミド系殺虫剤の高濃度少量散布による被害抑制効果について 

  

杖田浩二・妙楽 崇・鈴木俊郎* 

 

 The actual damage of persimmon caused by two stem pests, Synanthedon tenuis (Butler) and 

Euzophera batangensis Caradja, and the control effect by spraying a small amount and highly 

concentration diamide insecticide. 
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要約：ヒメコスカシバとフタモンマダラメイガはカキの樹幹害虫であり，その生態は不明

な点が多い．そこで，両種の発生および被害実態を解明するとともに，ジアミド系殺虫剤

フルベンジアミドを高濃度で樹幹部に少量散布することによる被害抑制効果を検討した．  

フェロモントラップによる 2 種の発生消長を調査したところ，ヒメコスカシバは年 2 回

程度，フタモンマダラメイガは年 4 回程度発生し，その消長は年次間で大きな差はなかっ

た．両種幼虫が排出する虫糞の噴出箇所数の推移は，7 月下旬と 11 月上旬にピークを持つ 2 山型

を示し，前者はヒメコスカシバが，後者はフタモンマダラメイガが主な加害種と考えられた． 

ジアミド系殺虫剤の高濃度希釈を主枝から樹幹部にかけて散布することにより，樹幹害虫の被害を長期

間抑制できた．フルベンジアミド水和剤を用いた場合，希釈倍率は 200 倍，散布薬量は樹当たり 2ℓが最適

であり，被害抑制効果は少なくとも 100 日以上と考えられた．さらに，電動噴霧器を用いて本処理を行う

ことで，農薬の目的外飛散は大幅に抑制できると考えられた． 
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緒 言 

フタモンマダラメイガ Euzophera batangensis 

Caradja およびヒメコスカシバ Synanthedon tenuis 

(Butler) は，カキを含む多様な果樹の分枝部などに幼虫

が食入し，虫糞を外に排出しながら形成層を食害する樹

幹害虫であり，枝折れによる減収、樹勢低下にともなう

樹の寿命低下，果実の生育不良といった直接的なものだ

けでなく，冬季の剪定時に優良枝の選抜ができなくなり，

次作の生産性が低下するといった間接的な被害も与え

る．また，幼虫が樹皮下に生息しているため虫齢などの

確認が困難なこと，フタモンマダラメイガの性フェロモ

ンは実用化されていないため成虫のモニタリング手法

が確立されていないことなどから，生態に関する知見は

極めて乏しい．さらに，両種幼虫による被害は5月中旬

から 11 月に虫糞が樹表面に噴出することで確認できる

が，虫糞では種の識別や虫齢の推測が困難であるため，

2 種幼虫の加害時期や加害部位の差が不明であり，防除

適期の判断も困難である． 

一方，残留農薬等に関するポジティブリスト制度が

2006 年から施行され，農作物生産現場における農薬の

目的外飛散，いわゆるドリフト対策が急務となっている．

カキを含む果樹の生産現場の病害虫防除には，スピード

スプレイヤー（以下，SS）が多く用いられる．SS は高

位置まで効率的に薬剤散布を行える防除機であるが，機

体に取り付けられた数多くのノズルから画一的に薬剤

が散布されるうえ，送風によって作物体に薬液を付着さ

せるため，地上防除では農薬の目的外飛散，いわゆるド

リフトが最も多くなる 1)．そのため，果樹生産における

ドリフト対策技術の確立は，緊急かつ極めて重要な課題

である．そのような中，フタモンマダラメイガの性フェ

ロモンが近年特定され 2)，合成性フェロモンを誘引源と

したフェロモントラップによりモニタリングできる可

能性が示された．さらにチョウ目害虫に高い活性を示し，

長期残効性を有するジアミド系殺虫剤が近年開発・上市
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されている． 

そこで，樹幹害虫2種の発生とその被害実態を明らか

にするとともに，ジアミド系殺虫剤を樹幹部に高濃度で

少量散布すること（以下，高濃度少量散布法）により、

ドリフトを抑制するとともに樹幹害虫の被害を長期間

抑制する防除手法を検討した． 

 

1．樹幹害虫2種の発生と被害実態の解明 

[目的] 

樹幹害虫2種の発生および被害実態を解明し，効果的

な防除に寄与する． 

[材料および方法] 

試験は，本巣市内にある樹幹害虫の被害が深刻な現地

カキほ場で実施した．品種は「富有」で，樹齢 30 年程

度の樹が主であった．供試ほ場に三角屋根型トラップ

（SE トラップ）とフタモンマダラメイガおよびヒメコ

スカシバの合成性フェロモンを含浸したゴムセプタム

を誘引源として組み合わせたフェロモントラップを設

置し，両種成虫の誘殺数を調査した．ヒメコスカシバの

誘引剤は市販品（信越化学株式会社製）を、フタモンマ

ダラメイガの誘引剤は同社から提供を受けた試作品を

供試した．フェロモントラップは，供試ほ場の中央付近

の樹に 1 個ずつ目通りの高さ（地上約 1.5m）に設置し

た．誘殺数は2012年および2013年の5月から10月に

かけ，約1週間間隔で調査した． 

また，ほ場内の5樹を固定し，樹全体から噴出する虫

糞箇所数と寄生虫数を調査した．調査に先立ち，2012

年 5 月 14 日に，供試樹全体の粗皮を粗皮削り鎌で除去

し，寄生している虫を除去した．虫糞噴出箇所数調査は

約2週間隔で行い，調査終了後には虫糞を刷毛で除去し

た．寄生虫数調査は月1回行い，虫糞が噴出している箇

所をマイナスドライバーなどで掘り起こし，種ごとの幼

虫数を調査した．調査は2012年5月から11月にかけて 

 

 

 

行った．なお，供試ほ場における農薬散布は，地域慣行

とした． 

[結果および考察] 

フェロモントラップにおけるフタモンマダラメイガ

の誘殺数は調査期間を通じて安定して認められ，5 月中

下旬，6月下旬～7月中旬，8月下旬，9月下旬にピーク

が認められた．またフタモンマダラメイガの誘殺数は，

期間後半に増加する傾向が認められた（第1図）．一方，

ヒメコスカシバの誘殺数は，5 月中旬～6 月下旬と 7 月

下旬～10月下旬にかけて認められた．また前者誘殺時期

の誘殺数は5月下旬にピークを持つ明瞭な１山形になっ

たが，後者のそれに明瞭なピークは認められなかった

（第 1 図）．殺虫剤散布後に誘殺数が減少する場合も認

められたが，期間を通じた両種の誘殺消長は両年次でほ

ぼ同様であった． 

虫糞噴出箇所数の推移は，7月下旬と11月上旬にピー

クを持つ 2 山型となった（第 2 図）．ヒメコスカシバの

寄生虫数は，5月以降徐々に増加し7月に最多となった

が，その後は少なく推移した．一方フタモンマダラメイ

ガの寄生虫数は，7月までは少なく推移したが8月以降

増加し，11月の最終調査時に最多となった．虫糞噴出箇

所数のピークと寄生虫数の増加する時期はよく一致し

ていた．すなわち，前者はヒメコスカシバ幼虫が，後者

はフタモンマダラメイガ幼虫が増加する時期と一致し

た（第2図）． 

以上の結果から，フタモンマダラメイガ成虫は5月上

旬から 10 月下旬にかけて年 4 回程度，ヒメコスカシバ

成虫は5月上旬から6月下旬と7月下旬から10月下旬

にかけ年2回程度発生すると考えられる．樹幹害虫によ

る被害は6月～7月と9月以降の年2回増加し，前者は

ヒメコスカシバが，後者はフタモンマダラメイガが主な

加害種であると考えられる．  

 

 

 

 第1図 フタモンマダラメイガおよびヒメコスカシバの誘殺消長 

：ヒメコスカシバ ：フタモンマダラメイガ ：殺虫剤散布 
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2．ジアミド系殺虫剤の高濃度少量散布による樹幹害虫

防除手法の検討 

[目的] 

チョウ目害虫に高い活性を有するジアミド系殺虫剤

を用いて，樹幹害虫の被害を長期間抑制する手法を開発

する．  

試験1 効果持続期間の検討 

[材料および方法] 

試験は岐阜県農業技術センター内のカキ園で実施し

た。供試樹は 13 年生の富有とし，1 区 1 樹 3 反復とし

た．2011年4月29日にジアミド系殺虫剤のフルベンジ

アミド水和剤（商品名：フェニックスフロアブル）とク

ロラントラニリプロール水和剤（同：サムコルフロアブ

ル 10）を，成分濃度が 900ppm となるよう，それぞれ

200倍および111倍に希釈し，薬液を樹あたり1L散布

した．対照剤として，MEP乳剤（同：ガットサイドS）

の 1.5 倍液を樹あたり 1L 散布した．無処理区には水道

水を散布した。散布には，手動式噴霧器（肩掛型噴霧器

4L，クラマタ産業製）を用いた．薬剤散布前には，樹全

体の粗皮を除去し，分枝部を含む 30cm 幅の調査区を，

樹あたり5箇所設置した．処理70日後から約1ヶ月間

隔で，調査区内の虫糞噴出箇所数を調査するとともに，

150日後には粗皮を再度除去し，生存虫数を調査した． 

[結果1] 

無処理区の虫糞噴出箇所数が調査期間を通じて増加

し，151 日後には樹あたり 20 箇所程度になった．対照

区では，98日後以降無処理区と同等となった．一方，ジ

アミド系殺虫剤を処理した2区では，虫糞噴出箇所数が

122日後から増加したものの，調査期間を通じて無処理

区よりも少なく推移した． 173 日後における粗皮下の

生存虫数は，無処理区と対照区では 4 頭程度であった．

一方，ジアミド系殺虫剤を処理した区では，1 頭以下と

なり，無処理区及び対照区よりも少なくなった．ジアミ

ド系殺虫剤処理区の間に，虫糞噴出箇所数および生存虫

数の差はなかった（第1表）． 

 

試験2 最適濃度および散布量の検討 

[材料および方法] 

試験は海津市内の現地カキ園で実施した。供試樹は15

年生の富有とし，1区1樹3反復とした．供試薬剤はフ

ルベンジアミド水和剤とし，100 倍 1L 区，200 倍 1L

区，200 倍 2L区および 500倍 2L区を設置した．無処

理区には水道水を 2L 散布した．散布には付属の除草剤

用ノズルを装着した家庭用背負式電動噴霧器

（GS032BA，株式会社丸山製作所製）を用いた．薬剤

は2011年5月2日に散布し，調査は試験1と同様とし

た．散布前に調査区の粗皮は除去したが，それ以外の粗

皮は除去しなかった．  

[結果2] 

無処理区の虫糞噴出箇所数が調査期間を通じて増加

している中，200 倍 2L 散布区の虫糞噴出箇所数は他区

と比べて少なく推移した．200 倍 2L 散布と同じ成分量

を処理した100倍1L区の虫糞噴出箇所数は，投下成分

濃度が半分となる200倍1L区と同等なった．500倍2L

区の虫糞噴出箇所数は，149日後に無処理と同等となっ

た．149 日後における粗皮下の生存虫数も，200 倍 2L

散布区が最も少なかった（第2表）． 

 

試験3 粗皮の有無による効果の検討 

[材料および方法] 

試験は岐阜市内の現地カキ園で実施した．供試樹は34

年生の富有とした．散布前に樹全体の粗皮を除去した区

と，粗皮を除去しない区を設置し，1区1樹2反復とし

た．供試薬剤はフルベンジアミド水和剤とし，2010年4

月 28 日に 200 倍液を樹当たり 2L 散布した．無処理区

には，水道水を 2L 散布した．散布方法および調査方法

は，試験2と同様とした． 

[結果3] 

第2図 虫糞噴出箇所数と寄生虫数の推移(2012年) 
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粗皮なし区と粗皮あり区の虫糞噴出箇所数は概ね同

様に推移し，調査期間を通じて無処理区よりも少なかっ

た．両処理区の生存虫数も差はなく，いずれも無処理区

よりも少なかった（第3表）． 

[考察] 

試験1の結果から，2種のジアミド系殺虫剤を供試し，

それらの高濃度希釈液を少量散布することで，樹幹害虫

の被害を長期間抑制でき，その効果持続期間は100日以

上と考えられる（第 1 表）．試験 2 では，投下する成分

量が同じでも，散布薬液量が少ないと被害抑制効果が低 

下した（第 2 表）．フルベンジアミドは浸透移行性がな

いため，樹表面や表皮の隙間などに成分が残存し，幼虫

はそれを摂食することで死亡すると考えられる．100倍

1L 散布区の被害抑制効果が 200 倍 2L 散布区よりも低

かったことは，薬液量が少ないため散布ムラが生じ，残

存成分が少ない部分から幼虫が食入したと考えられる．

そのため十分な防除効果を得るには，樹の細部まで成分

を到達させるだけの薬量が必要である．今回の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1表  ジアミド系殺虫剤処理樹における虫糞噴出箇所数と生存虫数の比較 

 
希釈 

倍率 

虫糞噴出箇所数 (箇所/樹)  生存虫数 1)  (頭／樹) 

供試薬剤 処理63日後 98日後 122日後 151日後  173日後 

 (調査日：7/1 ) ( 8/5 ) ( 8/29 ) ( 9/27 )  ( 10/19 ) 

フルベンジアミド ×200 0.7±0.7 a a1.0±1.0 a a4.0±2.3 a a7.3±2.2 a  0.7±0.7 a 

クロラントラニリプロール ×111 0.0±0.0 a a0.0±0.0 a a1.7±0.3 a a2.3±0.9 a  0.0±0.0 a 

MEP ×1.5 1.3±0.3 a a8.3±1.5 b 13.7±1.3 b 17.7±2.2 b  3.7±0.9 b 

無処理  － 5.0±2.5 a 10.7±5.5 b 16.3±3.0 b 19.7±3.0 b  4.0±1.0 b 

mean±SE ( n=3 ) 1樹5調査区の合計値を示す 

同一列の異なる英小文字間には有意差があることを示す（ Dunn test, P<0.05 ） 

1) フタモンマダラメイガおよびヒメコスカシバの幼虫および蛹の合計を示す 

第2表 異なる濃度及び散布量における虫糞噴出箇所数と生存虫数の比較 

 虫糞噴出箇所数 (箇所／樹)  生存虫数 1) (頭／樹) 

区制 処理70日後 106日後 149日後  149日後 

 (調査日：7/11 ) ( 8/16 ) ( 9/28 )  ( 9/28 ) 

100倍 1L散布 1.3±0.9 a a5.3±0.7 a 16.3±3.0 b  1.3±0.7 a 

200倍 1L散布 2.0±1.0 a a8.0±1.7 a 12.0±2.1 b  1.3±0.3 a 

200倍 2L散布 1.3±0.9 a a1.7±1.2 a a6.7±2.3 a  0.7±0.3 a 

500倍 2L散布 4.7±0.9 b 18.3±3.7 b 28.0±4.9 b  2.3±0.3 b 

無処理 8.6±1.9 b 27.7±6.7 b 29.3±7.9 b  4.3±0.9 b 

mean±SE ( n=3 ) 1樹5調査区の合計値を示す 

同一列の異なる英小文字間には有意差があることを示す（ Dunn test, P<0.05 ） 

1) フタモンマダラメイガおよびヒメコスカシバの幼虫および蛹の合計を示す 

第3表 粗皮の有無による被害および生存虫数の比較  

 虫糞噴出箇所数 (箇所／樹)  生存虫数 1) (頭／樹) 

 処理44日後 57日後 101日後 120日後  120日後 

 ( 調査日: 7/15 ) ( 7/28 ) ( 9/10 ) ( 9/29 )  ヒメコスカシバ フタモンマダラメイガ 

粗皮なし 0.3±0.3 ab a0.3±0.3 a a2.0±1.2 a a5.0±2.1 b  1.0±0.7 a 0.7±0.3 a 

粗皮あり  0±0 aaa  a0.7±0.7 a a2.7±1.2 a a4.0±1.5 b  0.7±0.3 a  0±0 az 

無処理 3.7±1.2 ba 23.0±6.4 b 34.0±6.1 b 37.0±6.8 b  4.0±0.6 b 4.0±1.0 b 

mean±SE ( n=3 ) 1樹5調査区の合計値を示す 

同一列の異なる英小文字間には有意差があることを示す（ Dunn test, P<0.05 ） 

1) 幼虫および蛹の合計を示す 
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希釈倍数と散布量は，樹齢30年生の成木で200倍液2ℓ

が最適と考えられる． 

また試験3の結果から，防除効果は粗皮の有無に影響 

されなかった（第 3 表）．粗皮は散布した成分を紫外線

による分解から防止する効果を期待できる反面，間隙が

多くなると散布薬量が必要以上に増加する恐れがある．

散布薬量の増加は，コストの増加につながる．また，カ

キの主要害虫であるフジコナカイガラムシやカキノヘ

タムシガは，粗皮下で越冬することが報告されている 3), 

4) ．したがって，害虫を総合的に管理する観点からも，

高濃度少量散布は，粗皮を除去した後，実施するほうが

良いと考えられる． 

 

総合考察 

カキの樹幹害虫であるフタモンマダラメイガとヒメ

コスカシバ成虫の誘殺消長を調査したところ，両種の発

生回数や発生時期は異なると考えられた．すなわち，フ

タモンマダラメイガは 5 月上旬から 10 月下旬にかけて

年4回程度，ヒメコスカシバは5月上旬から6月下旬と

7 月下旬から 10 月下旬にかけ年 2 回発生すると考えら

れた（第 1 図）．ヒメコスカシバの近縁種であるコスカ

シバ成虫は，梅雨期をはさんで2山型の消長を示すとさ

れている 5), 6) ．今回の結果から，ヒメコスカシバの発生

消長は，コスカシバと同様と考えられる．両種樹幹害虫

の発生や生態に関する知見は，著しく乏しい．今回得ら

れた両種誘殺消長の違いは，カキの樹幹害虫防除を検討

する上で重要な知見になると思われる．また，樹幹害虫

の被害は6月中下旬から7月中旬と，10月中旬から11

月上旬に2回増加する傾向にあり，前者はヒメコスカシ

バ，後者はフタモンマダラメイガが主な加害種と考えら

れた（第 2 図）．両種幼虫の被害はよく類似するにも関

わらず主な加害時期が異なることは，両種の加害部位が

異なり，すみ分けが行われている可能性を示唆している．

効果的な防除を行う上でも，両種の主な加害部位に違い

があるかを詳細に調査する必要がある． 

ジアミド系殺虫剤の高濃度希釈液を樹幹部に少量散

布することで，被害を長期間抑制でき，その効果持続期

間は100日以上と考えられた（第 1表）．フルベンジア

ミドを用いた場合，200 倍希釈液を樹当たり 2L 散布す

ることが最適と考えられた（第 2 表）．フルベンジアミ

ドは，チョウ目害虫に高い殺虫活性を持ち，速効的な食

毒作用がある 7) ．本剤の4000倍液をキャベツに散布し

た場合，散布6日後に半減期を迎えるものの，その高い

殺虫活性により処理 27 日後に残存する成分量でもイラ

クサギンウワバ3齢幼虫を100%死亡させることが報告

されている 8) ．一方，本剤は浸透移行性を持たないため，

有効成分は散布された植物の表面付近に残存すると考

えられる．そのため，本手法はすでに樹体内で加害して

いる幼虫に対する殺虫効果は期待できない．以上のこと

から，ジアミド系殺虫剤の高濃度少量散布法は，樹幹害

虫の幼虫が樹幹表面に残存する有効成分を摂食により

体内に取り込むことで死亡し，被害を長期間抑制する予

防的な技術であると考えられる． 

一般的に，虫齢が若いほうが殺虫剤に対する感受性は

高い．両種の成虫は5月上旬より誘殺が認められている

（第 1 図）．したがって，幼虫がふ化する前に高濃度少

量散布を行えば，ふ化幼虫が有効成分を取り込むことに

なり，高い効果が得られると期待できる．今回の調査で

は虫糞の噴出は2山型を呈し，6月中旬から7月中旬に

主にヒメコスカシバによる被害が増加する傾向が認め

られた．また，ヒメコスカシバの被害は 1・2 年生枝か

ら亜主枝のような太い枝にまで認められるのに対し，フ

タモンマダラメイガの被害は 1・2 年生の若い枝に多い

傾向にある（杖田・未発表）．そのため，結果枝が折れ

ることによる減収や，大枝が折れることによる樹勢の乱

れといった被害を防ぐにはヒメコスカシバの被害を主

に防ぐことが重要と考えられる．よって4月下旬から5

月上旬に処理を行い，この時期の散布によりヒメコスカ

シバの被害を大幅に減少させることが重要と考えられ

る．一方，この散布時期に少量散布を行うと，散布100

日以上経過した9月中旬以降に被害が増加する傾向が認

められた（第2図）．今回の調査結果から，9月中旬以降

に増加する被害は，主にフタモンマダラメイガによると

考えられた．よって，前述の時期に散布を行うと，主に

フタモンマダラメイガによる秋期の被害抑制効果は不

十分になる可能性がある．この時期の被害抑制技術の開

発は，今後の課題である． 

今回の試験では，樹当たり 2L の薬液を背負い式電動

噴霧器で散布した．この手法はSS と比較して作業労力

が増加すると思われるものの，散布する薬液が少ないこ

と，散布圧力が低いこと，樹の主枝から樹幹部を狙って

散布できることから大幅にドリフトを抑制できると考

えられる．なお，本処理法は薬剤費が高くなるため，ド

リフトによる散布ロスは最小限とどめる必要がある．そ

のためにも，本手法ではSSは用いず，電動噴霧器など

散布圧の低い防除機で丁寧に散布することが重要と考

えられる． 
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Abstract 

Synanthedon tenuis (Butler) and Euzophera 

batangensis Caradja are important pests of   

persimmon trees, but their ecologies have been not 

clear. We investigated their seasonal prevalence of 

occurrence using pheromone trap and actual state of 

damages on persimmon trees. Furthermore, we 

exanimated the control method by spraying a small 

amount and highly concentration of insecticides for 

these two pests.  

S. tenuis adults occur twice a year, and E. batangensis 

adults occur about four times a year, between May to 

October. Their infestations increased twice a year, in 

July and November. The former would be caused by S. 

tenuis and the latter would be caused by E. 

batangensis, respectively. 

By spraying a highly concentration diamede 

insecticides, the number of infestation was 

suppressed long time. When using flubendiamede, 

that is one of deamede insecticides, optimal dilution 

ratio and spray amount was 200 times and two litters 

pre tree, respectively. In this case, the control effect 

was considered to be at least 100 days. 

By performing this control method using a battery 

sprayer, we can expect that the drift of the pesticides 

would be considerably reduced. 

 

Key words 

Synanthedon tenuis (Butler), Euzophera batangensis 

Caradja, ecology, the pest control method with 

spraying a small volume of highly concentration 

insecticides,  
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